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Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

 

 平成 30年３月６日（火）・７日（水）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜におけ

る一般学力検査について，その概要を取りまとめたので，今後の学習指導の参考としてくだ

さい。 

 

１ 出題について 

 一般学力検査問題の出題に当たっては，中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき，分野・領域のバランスに留意するとともに，基礎的・基本的な内容を中心に

出題した。また，総合問題や記述問題などを取り入れることによって，思考力・判断力

・表現力などをみるよう配慮した。 

 出題の大問数等については，次のとおりである。なお，英語においては，例年どおり

実音聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

 大問数 ４ ４ ６ ４ ４ 22 

 設問数 21 22 20 24 22 109 

 選択問題 ４ ３ ３ ７ 10 27 

 記述問題等 17 19 17 17 12 82 

    ＊ 記述問題等には，漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。  

 

２ 検査結果の概要について   

  各教科の平均点，標準偏差及び得点分布については，次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均 

平成30年度 23.5 18.0 22.4 19.1 24.4 21.5 

平成29年度 23.9 19.3 23.0 17.1 15.9 19.8 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

平成30年度 8.3 7.9 11.1 10.3 10.4 

平成29年度 8.3 9.3 11.2 9.7 9.2 
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（各教科等の得点分布） 

  

  

  

 

５教科合計の平均点は昨年と比べ上昇した。得点分布の状況を示すグラフの全体の

形は中央が高くなった山形で左側にややふくらみがみられ，60％を超える得点層に属

する受検者は少ない。 

各教科の得点分布を比較すると，国語では，全体の中央が高くなった山形となって

おり，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多いと考えられる。社会では，

全体の形が左寄りの山形，数学，理科では，全体の形がやや左寄りのなだらかな山形

となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考え

られる。英語では，昨年度と比べると右に寄ったなだらかな山形となっているが，依

然として基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考えられる。 
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教科別にみると，国語については，昨年と比べ平均点に大きな変化はなく，昨年と

同様に30％以下の得点層に属する受検者が少なくない。今後学習を進めていく上での

基盤となる「漢字の読み及び書き取り」についての正答率の平均は84.8％と高い。ま

た，分野・領域別にみると，説明的な文章についての正答率が低い傾向がみられる。 

社会については，昨年と比べ平均点はやや下降した。60％を超える得点層に属する

受検者が少なく，30％以下の得点層に属する受検者が全体の 38.5％と多かった。また，

分野・領域別にみると，歴史についての正答率が低い傾向がみられる。 

数学については，昨年と比べ平均点はやや下降した。30％以下の得点層に属する受

検者はやや増加し全体の 30.8％と多かった。今後学習を進めていく上での基盤となる

簡単な数・式の計算については正答率の平均は 88.1％と高い。一方，日常生活におけ

る問題を解決する場面での数学的な思考力をみる問題の正答率は昨年度に引き続き低

かった。分野・領域別にみると，関数や図形についての正答率が低い傾向がみられる。 

理科については，平均点は上昇した。30％以下の得点層に属する受検者は減少した

ものの，全体の 39.4％と依然として多かった。また，分野・領域別にみると，物理に

ついての正答率が低い傾向がみられる。 

英語については，平均点は8.5点上昇した。60％を超える得点層に属する受検者が大

幅に増加した。一方，30％以下の得点層に属する受検者は大幅に減少したものの，全

体の22.6％と依然として多かった。また，分野・領域別にみると，文章の概要や要点

を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力や，

日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションする能

力をみる問題についての正答率が低い傾向がみられる。 

５教科に共通した課題としては，日常生活などを想定した課題解決の場面で，既習

の知識や学習内容等と関連付けて考察し，自分の考えをもったり判断したりして，そ

の過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げられる。 

 この点を改善するためには，まず，日常生活や自然・社会における事象の考察，ま

た，コミュニケーションの場面などにおいて，目的や意図に応じて判断したり表現し

たりするのに適切な課題を設定することが重要である。そして，自分自身のこととし

て自分なりの考えをもち，その考えは適切か，相手に正しく伝わるかなど，課題の解

決に向けて探究をさせていく必要がある。この学習指導を行う際に大切なのは，新学

習指導要領にも示されているとおり，それぞれの教科の特質に応じた見方・考え方を

働かせて思考・判断させていくことである。新学習指導要領及び広島版「学びの変革」

アクション・プランにおける「主体的な学び」が目指すのは，各教科等の内容につい

ての本質的な理解である。そのためには，習得・活用・探究の過程の中で，各教科に

おける見方・考え方を働かせることで，深い学びにつなげていくことが重要である。 

また，高等学校においても，各教科・科目の系統性を理解した上で，義務教育段階

の指導状況や生徒の発達段階，生徒の言語能力を踏まえ，授業の構成や指導の在り方

を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい，正答率，結果の概要及び指導のポイント 

 

国  語 

 

１ 出題のねらい 

 

 現代文（文学的な文章，説明的な文章），古典及び様々な形態の文章・資料によっ

て，平素の学習で身に付けた基礎的・基本的な表現力や理解力，また思考力や想像力

などをみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

 一は，文学的な文章について，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的

確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく読んだり書いたりすることができる。 

  ２  文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

 ３ 話の展開に即して場面を的確に捉えることができる。 

  ４ 描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に表現することができる。 

 ５ 話の展開に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができ

る。  

   

 二は，説明的な文章について，思考力などを働かせて，文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 熟語の構成について理解している。 

  ２ 指示語の内容を文脈の中で的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

  ３ 論の展開の仕方を的確に捉えることができる。 

  ４ 目的に応じて内容を的確に捉え，それを適切に表現するとともに，論の展開に

即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

 

  三は，古典について，基礎的事項の理解，文章の内容などを的確に捉え，またそれ

を適切に表現する力をみる問題である。 

 １ 文脈に即して内容を的確に捉えることができる。 

 ２ 歴史的仮名遣いについて理解している。 

  ３ 文章の展開に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

 ４ 和歌の表現に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 
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 四は，様々な形態の文章・資料について，思考力や想像力などを働かせて，自分の

考えをまとめ，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

目的に応じて文章・資料を読んで自分の考えをもち，具体的な例を挙げて文章を構

成し，それを適切に表現することができる。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

 国語の平均点は 23.5 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の中央が高くな

った山形になっており，知識・技能を活用して応用的な問題に対応するための思考力

・判断力・表現力が十分に身に付いていない受検者が多いと考えられる。 

 一では，漢字の読み書きを問う１で，正答率の平均が 84.8％と高かった。また，話

の展開に即して場面を的確に捉える力をみる３の正答率が 70.8％と高かった。一方，

文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる２，描写を踏

まえて人物像を捉え，それを適切に表現する力をみる４の正答率が，それぞれ 19.5％，

13.8％と低く，特に４は無答率が 23.4％であった。また，話の展開に即して人物の心

情を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる５で，正答率の平均が 30.6％と低く，

特に５のⅡは無答率が 27.7％であった。場面の状況や登場人物の言動を表す叙述など

を手掛かりにしながら人物像を捉えたり，心情を的確に読み取ったりすること，また

それらを適切に表現することに課題があると考えられる。 

 二では，論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる４の

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

① 98.7 0.0 1.2 0.1

② 64.5 0.0 29.2 6.3

③ 99.5 0.0 0.5 0.0

④ 76.4 0.0 10.8 12.7

２ 心情の理解及び表現 19.5 53.5 25.5 1.5

３ 場面の理解 70.8 0.0 29.2 0.0

４ 人物像の理解及び表現 13.8 19.9 42.9 23.4

1.0 4.2 67.2 27.7

60.1 0.0 38.1 1.8

１ 熟語の構成の理解 65.3 0.0 34.4 0.3

２ 指示内容の理解及び表現 61.2 18.3 18.7 1.8

３ 文章展開の仕方の理解 42.6 0.3 51.8 5.3

Ⅰ 46.5 7.5 36.7 9.3

Ⅱ 48.3 9.2 30.3 12.2

(2) 2.4 29.6 35.5 32.4

１ 内容の理解 92.8 0.0 7.0 0.2

２ 歴史的仮名遣いの理解 97.0 0.0 2.2 0.8

３ 内容の理解及び表現 41.9 34.1 17.9 6.1

27.5 11.9 44.5 16.1

25.4 6.5 53.4 14.6

四 ※ 考えの形成，文章の構成及び表現 5.0 67.0 18.1 10.0

※様々な形態の文章・資料

Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ

漢字の読み及び書き取り

心情の理解及び表現

内容の理解及び表現，要旨の把握及び表現

和歌の内容の理解及び表現
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（２）の正答率が 2.4％と低く，無答率は 32.4％であった。論の展開の上で重要な役

割を果たす語に注意したり，文章全体と部分の関係を考えたりしながら要旨を的確に

読み取ること，またそれを適切に表現することに課題があると考えられる。 

 三では，文脈に即して内容を的確に捉える力をみる１，歴史的仮名遣いの理解をみ

る２の正答率が，それぞれ 92.8％，97.0％と高かった。一方，和歌の表現に即して内

容を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる４で，正答率の平均が 26.5％と低か

った。和歌について，表現や語句の使い方に着目し，現代語訳を手掛かりにしながら，

その内容を的確に読み取ること，また読み取ったことを適切に表現することに課題が

あると考えられる。 

  四では，目的に応じて文章・資料を読んで自分の考えをもち，具体的な例を挙げて

文章を構成し，それを適切に表現する力をみる問いの正答率が 5.0％と低かった。ま

た，この問いの部分正答率は 67.0％であった。文章・資料を読んで理解したことに基

づいて自分の考えをもつことや，その考えが相手に伝わるように具体的な例を挙げて

文章を構成し，その文章を適切に記述することに課題があると考えられる。なお，部

分正答率が比較的高かったことから，記述をした後に構成や叙述の仕方などについて

推敲をすることにも課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた二の４の（２）の「要旨の把握及び表現」では，「題」が重

要な役割をもっているといえる理由について，【図】と本文とを照らし合わせ，「推

論」という語の本文における意味や文章全体の構造を踏まえて要旨を捉え，それを表

現する力が求められる。そうした力を育成するための学習指導として，例えば次のよ

うなことが考えられる。 

① 言語活動として「新聞記事の要旨を他の生徒に分かりやすく説明する」という

ことを設定し，一定の文章量のある新聞記事（例えば，社会的な事象や自然科学

的な事象などに関する特集）で，その内容を同級生に伝えようと思うものを班で

一つ選ばせる。 

② 指導者が①とは別の記事について作成した，要旨の説明の良い例と良くない例

を提示して比較させ，要旨を捉え，それを分かりやすく説明するために留意する

ことを理解させ，課題解決に向けた見通しをもてるように指導する。具体的には，

文章全体の構造やキーワードを捉えたり，図表を効果的に用いて説明したりする

ことなどに留意することを理解させる。 

 ③ 分かりやすく説明するという目的意識をもって記事を読ませる。そして，その

要旨を捉えさせ，それを説明する文章を各自で書かせる。 
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④ ③で作成した文章を用いて班内で記事の要旨を説明し合い，要旨の内容の適切

さや，より分かりやすくするにはどのように説明したらよいかについて，相互に

助言をし合った後，受けた助言を基に各自で文章を修正するように指導する。 

 ⑤ 異なる記事を選んだ生徒同士で新たに班をつくり，その班内で，それぞれの持

ち寄った記事を読み合った後，④で修正した文章を用いて各自が記事の説明を行

う。一人の説明ごとに，分かりやすかった点や，分かりにくかった点を班内で挙

げさせ，分かりにくかったと指摘された点については，さらに説明を加えたり修

正をさせたりする。 

 ⑥ ①の班に戻って，要旨を捉え，それを分かりやすく説明するためのポイントを

班内で整理させ，それらを学級全体で共有する。 

 

指導に際しては，例えば②で要旨を捉え，分かりやすく説明するために留意するこ

とを理解させる際に，指導者が最初から全てを教えるのではなく，どのようなことに

留意したらよいかについて，まずは小学校などで学習してきたことを班で想起してま

とめさせるなど，重点とした内容を効果的に学習できるようにすることが大切である。 

  

このように，課題解決的な言語活動を設定し，その課題解決の過程で要旨を捉えさ

せたり，それを分かりやすく説明させたりする学習指導を行うことで，論の展開に即

して要旨を的確に捉え，それを適切に表現する力を育成することができる。 
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社  会 

 

１ 出題のねらい 

 

地理的分野，歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって，基礎的・基本的な知

識・理解，各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表現

する能力をみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

１  地理的分野 

   インドの経済成長を素材として取り上げ，地理的事象に関する基礎的・基本的な

知識・理解，地図・資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる

問題である。 

 １ 産業別就業人口の特徴について，資料を読み取って考察し判断することができ

る。 

 ２ インドの工業化の特色について，資料を読み取って考察し判断することができ

る。 

 ３ 日本の非製造業の企業の進出の理由について，また，自動車工業の企業の進出

の理由について，資料を読み取って考察し，それを表現することができる。 

 ４ アメリカとインドのＩＴ企業が効率的に仕事を行うことができる理由について，

地図・資料を関連付けて考察し，それを表現することができる。 

 

２  歴史的分野 

  時代区分を素材として取り上げ，日本の文化史・政治史・外交史上の諸事象に関

する基礎的・基本的な知識・理解，地図・資料を読み取って考察する能力及び表現

する能力をみる問題である。 

 １ 奈良時代の文化について理解している。 

 ２ 武士が台頭した理由について，資料を関連付けて考察し，それを表現すること

ができる。 

 ３ 江戸幕府の支配のしくみについて，地図を読み取って考察し，それを表現する

ことができる。 

 ４ アヘン戦争について理解している。また，廃藩置県の目的について，資料を読

み取って考察し，それを表現することができる。 

 ５ 農地改革の意義について，資料を読み取って考察し，それを表現することがで
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きる。 

 

３  公民的分野 

   コンビニエンスストアを素材として取り上げ，社会的事象に関する基礎的・基本

的な知識・理解，資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ 財について理解している。また，ＰＯＳシステムを用いた販売の工夫について，

資料を関連付けて考察し，それを表現することができる。 

 ２ 医薬品の規制緩和について，効率の視点から考察し，それを表現することがで

きる。 

３ 高齢化に対応した商業の活動について，資料を関連付けて考察し，それを表現

することができる。 

 ４ コンビニエンスストアが売上げを伸ばす工夫について，資料を関連付けて考察

し，それを表現することができる。 

 

４  総合分野 

  地域と地域のつながりを素材として取り上げ，地理的・歴史的・社会的事象につ

いての総合的な理解，地図・資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみ

る問題である。 

 １ 木材の輸送方法について，地図・資料を関連付けて考察し，それを表現するこ

とができる。 

 ２ 道路の開通と地鶏の出荷量の関係について，資料を関連付けて考察し，それを

表現することができる。また，道路の開通による通勤・通学者数の変化について，

資料を読み取って考察し，それを表現することができる。 

 ３ 江戸幕府の大名統制のしくみについて，資料を読み取って考察し，それを表現

することができる。 

 ４ 過疎化について理解している。また，過疎化に対する取組について，資料を関

連付けて考察し，それを表現することができる。 
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２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

社会の平均点は 18.0 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形が左寄り

の山形になっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいる

と考えられる。 

１１では，資料を基に非製造業の企業の進出の理由について考察し表現させる３（１），

資料を基に自動車工業の企業の進出の理由について考察し表現させる３（２），地図

・資料を基にアメリカとインドの企業が効率的に仕事を行うことができる理由につい

て考察し表現させる４で，正答率がそれぞれ 13.1％，25.9％，12.4％と低かった。３

（１）は，非製造業の企業の進出の理由について資料を読み取って考察し，考察した

結果を説明することが十分にできていなかった。３（２）は，自動車工業の企業の進

出の理由について，資料を読み取って考察し，考察した結果を説明することができて

いなかった。４は，アメリカとインドの企業が効率的に仕事を行うことができる理由

について，地図・資料を関連付けて考察し，考察した結果を説明することができてい

なかった。 

２２では，奈良時代の文化について問う１で，正答率が 76.8％と高かった。一方， 

資料を基に武士が台頭した理由について考察し表現させる２，地図を基に江戸幕府の

支配のしくみについて考察し表現させる３，アヘン戦争について問う４（１），資料

を基に廃藩置県の目的について考察し表現させる４（２），資料を基に農地改革の意

義について考察し表現させる５で，正答率がそれぞれ 3.9％，7.0％，21.2％，13.8 

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 産業別就業人口の特徴 55.9 0.0 43.9 0.1

２ インドの工業化の特色 50.0 0.0 49.9 0.1

(1) 非製造業の企業の進出の理由 13.1 38.5 40.0 8.4

(2) 自動車工業の企業の進出の理由 25.9 22.5 42.8 8.9

４ 企業が効率的に仕事を行うことができる理由 12.4 19.6 56.7 11.3

１ 奈良時代の文化 76.8 0.0 23.1 0.1

２ 武士が台頭した理由 3.9 4.7 85.0 6.4

３ 江戸幕府の支配のしくみ 7.0 32.9 40.4 19.7

(1) アヘン戦争 21.2 0.8 58.9 19.1

(2) 廃藩置県の目的 13.8 3.1 60.8 22.3

５ 農地改革の意義 19.0 57.2 15.3 8.5

(1) 財 45.7 0.3 37.5 16.5

(2) ＰＯＳシステムを用いた販売の工夫 22.0 48.2 24.7 5.0

２ 医療品の規制緩和 37.9 27.0 31.6 3.5

３ 高齢化に対応した商業の活動 34.3 51.8 9.2 4.8

４ コンビニエンスストアが売上げを伸ばす工夫 21.2 59.6 15.6 3.6

１ 木材の輸送方法 2.6 0.2 75.3 21.8

(1) 道路の開通と地鶏の出荷量の関係 15.0 4.8 62.4 17.7

(2) 道路の開通による通勤・通学者数の変化 35.7 33.6 16.9 13.8

３ 江戸幕府の大名統制のしくみ 9.2 16.8 38.5 35.6

(1) 過疎化 49.0 0.1 34.3 16.5

(2) 過疎化に対する取り組み 11.5 14.7 52.5 21.3

４
 
総
合

２

４

1
 
地
理
的
分
野

２
 
歴
史
的
分
野

４

３
 
公
民
的
分
野

１

３

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

正答 部分正答 誤答 無答



- 11 - 

％，19.0％と低かった。２は，武士が台頭した理由について資料を関連付けて考察し，

考察した結果を説明することができていなかった。３は，江戸幕府の支配のしくみに

ついて地図を読み取って考察し，考察した結果を説明することができていなかった。

４（１）は，アヘン戦争の結果，清がイギリスと結んだ条約について理解できていな

かった。４（２）は，廃藩置県の目的について資料を読み取って考察し，考察した結

果を説明することができていなかった。５は，農地改革の意義について資料を読み取

って考察し，考察した結果を説明することが十分にできていなかった。 

３では，資料を基にＰＯＳシステムを用いた販売の工夫について考察し表現させる

１（２），資料を基にコンビニエンスストアが売上げを伸ばす工夫について考察し表現

させる４で，正答率がそれぞれ 22.0％，21.2％と低かった。１（２）は，コンビニエ

ンスストアがＰＯＳシステムを用いて行う販売の工夫について資料を関連付けて考察 

し，考察した結果を説明することが十分にできていなかった。４は，コンビニエンス

ストアが売上げを伸ばす工夫について資料を関連付けて考察し，考察した結果を説明

することが十分にできていなかった。 

４では，地図・資料を基に木材の輸送方法について考察し表現させる１，資料を基

に道路の開通と地鶏の出荷量の関係について考察し表現させる２（１），資料を基に

江戸幕府の大名統制のしくみについて考察し表現させる３，資料を基に過疎化に対す

る取組について考察し表現させる４（２）で，正答率がそれぞれ 2.6％，15.0％，

9.2％，11.5％と低かった。１は，木材の輸送方法について地図・資料を関連付けて考  

察し，考察した結果を北山村と新宮市を結び付けた自然条件にふれて説明することが 

できていなかった。２（１）は，道路の開通と地鶏の出荷量の関係について資料を関 

連付けて考察し，考察した結果を説明することができていなかった。３は，無答率が 

35.6％で，江戸幕府の大名統制のしくみについて資料を読み取って考察し，考察した結 

果を説明することができていなかった。４（２）は，過疎化に対する取組につい  

て，資料を関連付けて考察し，考察した結果を説明することができていなかった。 

このように地理的・歴史的・社会的事象について，資料を読み取ったり関連付けた

りして考察し，考察した結果を説明することに課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

定着に課題がみられた２４（２）について，世界の歴史を背景に，さまざまな事象

を関連付け，時代の特色を捉える学習を充実させる必要がある。例えば次のような学

習指導が考えられる。 

東アジアの歴史を背景に，日明貿易や日朝貿易が始まった理由を考察することを通

して日本の中世の特色を捉える学習では，日明貿易や日朝貿易が始まる前の倭寇の活
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動に着目させる。 

まず，「倭寇図巻」や「倭寇の発生件数のグラフ」などの資料を提示する。そして，

生徒に「なぜ，倭寇は発生したのだろう」「倭寇の活動が活発になったのはなぜだろ

う」などの疑問を抱かせ，その疑問を基に「政権の権力が弱かったためではないか」

「元との貿易が行われなくなったためではないか」「中国や朝鮮の産物を欲しがる人

が増えたためではないか」などの仮説を立てさせる。 

次に，同じ仮説を立てた生徒同士でグループをつくらせ，各自の仮説を検証するこ

とができる情報を収集させる。「鎌倉幕府滅亡後，南北朝の合一まで日本国内では内

乱が続いた」「元が衰えるころから，西日本の武士や商人の中には集団を作って中国

や朝鮮との貿易を行い，ときには海賊となって中国や朝鮮の沿岸を襲った」「鎌倉時

代の中ごろから農業，手工業とともに商業が発展し，定期市などでは中国から大量に

輸入された銅銭が使われた」などの教科書記述や，「倭寇の活動が活発になった時期

は，ほぼ南北朝の内乱の時期に当たる」「南北朝の内乱の時期に中国では元が滅び，

明が建国された」などの資料や年表から読み取った情報を整理させ，収集した情報を

基にグループごとに仮説の根拠となる事象を説明させる。 

さらに，グループごとの説明をクラス全体でまとめさせる。「中世には農業，手工

業とともに商業が発展し，中国や朝鮮の産物に対する需要が高まった。14 世紀には

国内では鎌倉幕府，国外では元や高麗が相次いで滅亡するなど，国内外で政権の不安

定な時期が重なった。倭寇は，中国や朝鮮の産物に対する需要の高まりと政権の不安

定さを背景に発生し，その活動が活発になった。それぞれの国で政権が安定すると倭

寇の取り締まりが強化され，日明貿易や日朝貿易が始まった。貿易が始まるとともに，

倭寇の活動は鎮静化した。」などのようにさまざまな事象を関連付けてまとめさせる

ことで時代の特色を捉えさせる。 

 

このように世界の歴史を背景に，日本の歴史的事象を考察し，政治，経済，社会に

関するさまざまな事象を関連付けて説明する学習により，多くの事象を個別に覚える

のではなく，ひとまとまりの内容として捉えることで，時代の特色を理解するような

学習を充実させる必要がある。 
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数  学 

 

１ 出題のねらい 

 

数と式，図形，関数及び資料の活用の各領域において，基礎的・基本的な知識・技

能，数学的な思考力・判断力・表現力及び数理的に処理する仕方をみるように努めた。  

 

各問題のねらい 

 

１ 数と式，図形，関数及び統計について，基礎的・基本的な知識・技能をみる問題

である。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。 

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。 

（３）平方根を含む式の計算をすることができる。 

（４）方程式を用いて与えられた条件を満たす値を求めることができる。 

（５）対称移動した図形をかくことができる。 

（６）与えられた条件を満たす錐体の体積を求めることができる。 

（７）与えられた条件を満たす真の値の範囲を求めることができる。 

（８）与えられた関数の中から，条件を満たすものを選ぶことができる。 

 

２ 確率や関数，数と式について，数学的な思考力・判断力・表現力をみる問題であ

る。 

（１）２つのことがらについて，同様に確からしいといえるかどうかを判断すること

ができる。 

（２）事象の中の数量関係を捉え，その関係をグラフで表すことができる。 

（３）数の性質について，文字式を利用して説明することができる。 

 

３ 図形について，日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的な知識・

技能，数学的な思考力・判断力・表現力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす線分の長さを求めることができる。 

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し，容器ａを水平な地面に置き直したと

きの水面の位置を判断することができる。 

（３）与えられた条件に基づいて図形を考察し，容器ｂの方が容器ａよりも地面から

水面までの高さが高くなる理由を説明することができる。 
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４ 関数について，日常生活の中で問題を解決する場面での数学的な思考力，数理的

に処理する仕方をみる問題である。 

与えられた条件に基づいて関数のグラフや表を考察し，将来のＡ国の平均寿命や

Ｂ国の平均寿命の推移を表した一次関数の式，Ｂ国の平均寿命がＡ国の平均寿命に

追いつく年を求めることができる。 

 

５ 図形や関数について，基礎的・基本的な知識・技能，数理的に処理する仕方をみ

る問題である。 

（１）与えられた条件を満たす線分の長さを求めることができる。 

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し，直線の式を求めることがで

きる。 

 

６ 図形について，数学的な思考力・表現力をみる問題である。 

 与えられた条件に基づいて図形を考察し，２つの角の大きさが等しいことを証明

することができる。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

 数学の平均点は 22.4 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形がやや左寄

りのなだらかな山形となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 整数の計算 97.3 0.0 2.5 0.2

(2) 多項式の計算 88.6 0.0 10.4 1.0

(3) 平方根を含む式の計算 78.3 0.0 17.5 4.2

(4) 条件を満たす値 63.7 0.0 29.0 7.2

(5) 対称移動 91.0 0.1 8.0 0.9

(6) 錐体の体積 64.7 0.0 33.2 2.1

(7) 真の値の範囲 22.8 0.8 68.2 8.3

(8) 条件を満たす関数 48.8 1.0 49.2 1.0

(1) 同様に確からしいといえるもの 42.4 1.1 55.7 0.7

(2) 関数のグラフ 37.4 19.8 28.3 14.5

(3) 数の性質 36.3 8.0 33.0 22.8

(1) 線分の長さ 77.1 0.0 20.2 2.8

(2) 水面の位置 66.9 0.0 30.7 2.5

(3) 容器ｂの方が水面の高さが高くなる理由 6.2 7.1 43.8 43.0

ア 2030年のＡ国の平均寿命 17.1 0.0 72.9 10.1

イ 一次関数の式 25.7 0.4 47.6 26.3

ウ Ｂ国の平均寿命がＡ国に追いつく年 9.4 0.2 71.8 18.6

(1) 線分の長さ 51.5 7.3 28.3 12.9

(2) 直線の式 13.5 0.0 44.2 42.3

6 ２つの角の大きさが等しいことの証明 24.9 28.9 26.7 19.4

2

1

5

４

３

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6
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8

9
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13

14

15

16

17

18

19

20

正答 部分正答 誤答 無答
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者が多くいると考えられる。 

 １では，正答率の平均は 69.4％であったが，条件を満たす真の値の範囲を求める

（７）で，正答率が 22.8％と低かった。真の値の範囲を不等号を使って表現する力に

課題があると考えられる。 

 ２では，事象の中の数量関係を捉え，その関係をグラフで表す（２）で，正答率が

37.4％と低く，部分正答率は 19.8％であった。事象の中の数量関係を捉え，その関係

をグラフで表すことに課題があると考えられる。また，条件を満たす数の性質につい

て，文字式を利用して説明する（３）で，正答率が 36.3％と低かった。数の性質が成

り立つことを文字を用いて式に表現し説明する力に課題があると考えられる。 

３では，条件を満たす線分の長さを求める（１）で，正答率が 77.1％と高かった。

一方，容器ｂの方が容器ａよりも地面から水面までの高さが高くなる理由を説明する

（３）で，正答率が 6.2％と低く，無答率は 43.0％であった。図形について，日常生

活の中で問題を解決する場面での数学的な思考力・表現力に課題があると考えられる。 

４は，条件に基づいて関数のグラフや表を考察し，将来のＡ国の平均寿命やＢ国の

平均寿命の推移を表した一次関数の式，Ｂ国の平均寿命がＡ国の平均寿命に追いつく

年を求める問題で，正答率の平均が17.4％と低かった。関数について，日常生活の中

で問題を解決する場面での数学的な思考力，数理的に処理する仕方に課題があると考

えられる。 

５では，条件に基づいて関数のグラフを考察し，直線の式を求める（２）で，正答

率が13.5％と低く，無答率は42.3％であった。図形や関数について，与えられた条件

を基に，数理的に処理する仕方に課題があると考えられる。 

６は，条件に基づいて図形を考察し，２つの角の大きさが等しいことを証明する問

題で，正答率が24.9％と低く，部分正答率は28.9％であった。結論である「２つの角

の大きさが等しいこと」を図形の性質に関連付けて解釈した上で，与えられた条件に

着目し，推論した過程を筋道立てて正しく表現する力に課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

定着に大きな課題がみられた３（３）の「日常生活における問題を解決する場面で，

容器ｂの方が容器ａよりも地面から水面までの高さが高くなる理由を説明すること」

について，日常生活の中で問題を解決する場面での数学的な思考力・表現力を育成す

るために，例えば次のような学習指導が考えられる。 

① 「文化祭で校舎に巨大壁画を掲示し，学校の敷地の外からでも壁画の全体を見

えるようにしたいと考えています。しかし，壁画が大きすぎると学校を囲む塀に

よって歩道にいる人からは一部が見えなくなります。壁画のたての長さはどこま
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で大きくできるでしょうか。」を日常生活の中での問題場面として紹介し，小学

生を例に挙げ，図と説明を与える。 

【図と説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・点Ａは校舎に掲示する壁画の最上部の位置で，ＡＢ ＝ ８ｍである。 

  ・線分ＣＤは学校を囲む塀で，ＣＤ ＝ 1.5ｍである。 

・点Ｅは歩道にいる小学生の視点で，ＥＦ ＝ 1.2ｍである。 

  ・線分ＤＦは学校を囲む塀から歩道にいる小学生までの距離で，ＤＦ ＝ ２ｍ 

である。 

  ・線分ＢＤは校舎から学校を囲む塀までの距離で，ＢＤ ＝ ４ｍである。 

 

② 「【図と説明】をもとに，壁画のたての長さはどこまで大きくできるでしょう

か。」という本時の課題を提示し考察させる。 

③ 各自でこれまでに学習した図形の性質の中から課題を解決するために必要と

思われることを想起させる。具体的には，「直線ＣＥをかくと相似な三角形の性

質が使える。」「平行線と線分の比についての性質が使える。」などが考えられ

る。 

④ 想起したことから解決方法を考えさせる。 

⑤ グループで各自が考えた解決方法を数学的な表現を用いて，根拠を明らかにし

筋道立てて説明し伝え合う。 

⑥ 自分の考えを振り返り，ワークシートなどでまとめさせる。 

 

このような学習指導を通して，日常生活の中で問題を解決する場面での数学的な思

考力・表現力を育成していくことができると考えられる。 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｅ 

Ｄ

 

 

 

Ｆ 
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理  科 

 

１ 出題のねらい 

 

 第１分野及び第２分野ともに，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表

現力及び観察・実験の技能をみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

１ メダカの外界の刺激に対する反応についての資料や実験を素材として，基礎的・

基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の技能をみる問題で

ある。 

 １ 外界からの刺激が中枢に伝えられ，反応が起こるまでの仕組みについて理解し

ている。 

 ２（１）うずまき管について理解している。 

  （２）水中での音の伝わり方について理解している。 

 ３ 暗室で実験を行った場合の結果について考察することができる。 

 ４ 嗅覚が餌の認識に関係することを特定する対照実験を計画し，それを表現する

ことができる。 

 ５ 生態系における生産者の働きについて理解している。 

 

２ 地震についての資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考

力・表現力をみる問題である。 

 １ 震度について理解している。 

 ２ 地震計が揺れを記録する仕組みについて理解している。 

 ３ 地震の揺れが伝わる速さを求めることができる。また，地震の揺れの伝わる速

さを身の回りのものの速さと比較することができる。 

 ４ 仮定を基に，震源からの距離と初期微動継続時間との関係について考察し，そ

れを表現することができる。 

 ５ 資料を基に，地震が起こりやすい特徴があると考えた理由について考察し，そ

れを表現することができる。 

 

３ 力のつり合いについての資料及び小球の運動を調べる実験を素材として，基礎的

・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の技能をみる問題

である。 
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 １ 支線が電柱を引く力を矢印で表すことができる。 

 ２ ２本の電線が電柱を引く力とつり合う力の向きについて考察することができ

る。 

 ３ 斜面を下る小球の速さが時間とともに速くなる理由について考察し，それを表

現することができる。 

 ４ 小球の運動における斜面の角度と速さの変わり方との関係について考察するこ

とができる。 

 ５（１）坂道を一定の速さで下る自転車に働く力について考察することができる。 

  （２）坂道を一定の速さで下る自転車のもつ力学的エネルギーが減少する理由に

ついて考察し，それを表現することができる。 

 

４ 二酸化炭素が発生する化学変化及び二酸化炭素の中でのマグネシウムの燃焼につ

いての資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力

及び観察・実験の技能をみる問題である。 

 １ 下方置換法について理解している。 

 ２（１）水であることを確かめる実験の方法とその結果について理解している。 

  （２）酸素が存在する原因について考察し，それを表現することができる。 

 ３ 燃焼について理解している。 

 ４ マグネシウムの燃焼の前後における性質の変化について理解している。 

 ５ 二酸化炭素の中でのマグネシウムの燃焼をモデルで表現することができる。 

 

２ 正答率 

 

 

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 反応が起こるまでの仕組み 52.3 0.0 47.7 0.0

(1) うずまき管 33.0 0.6 65.5 0.8

(2) 水中での音の伝わり方 75.3 4.1 19.0 1.6

３ 暗室で実験を行った場合の結果 38.2 0.0 61.5 0.2

４ 対照実験の結果 21.9 1.5 68.6 8.0

５ 生態系における生産者の働き 13.8 11.2 70.6 4.5

１ 震度 59.9 3.7 32.9 3.5

２ 地震計が揺れを記録する仕組み 25.3 0.0 74.7 0.1

速さ 地震の揺れが伝わる速さ 69.8 0.0 25.6 4.5

順番 地震の揺れの伝わる速さとの比較 35.8 0.0 62.1 2.1

４ 初期微動継続時間 22.4 4.8 64.1 8.7

５ 地震が起こりやすい特徴 39.3 26.6 29.1 5.0

１ 支線が電柱を引く力 53.6 1.8 43.3 1.3

２ 電柱を引く力とつり合う力の向き 39.9 0.0 59.7 0.4

３ 斜面を下る小球が速くなる理由 20.0 6.4 69.6 4.0

４ 斜面の角度と速さの変わり方との関係 46.0 0.0 53.3 0.7

(1) 自転車に働く力 40.8 0.0 58.3 0.9

(2) 力学的エネルギーが減少する理由 7.6 3.4 88.1 1.0

１ 下方置換法 59.9 5.6 30.5 4.0

(1) 水であることを確かめる実験 37.6 0.8 54.0 7.6

(2) 酸素が存在する原因 35.1 1.5 58.0 5.5

３ 燃焼 29.7 0.0 68.1 2.3

４ 燃焼の前後における性質の変化 21.2 0.7 69.2 9.0

５ マグネシウムの燃焼のモデル 39.8 4.4 47.4 8.4

問題番号

１

２

３

４

２

５

３

２

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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正答 部分正答 誤答 無答
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３ 結果の概要 

 

 理科の平均点は19.1点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形がやや左寄

りのなだらかな山形となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検

者が多くいると考えられる。 

 １では，水中での音の伝わり方についての理解をみる２（２）で，正答率が75.3％

と高かった。一方，うずまき管についての理解をみる２（１），嗅覚が餌の認識に関

係することを特定する対照実験を計画し表現する力をみる４，生態系における生産者

の働きについての理解をみる５で，正答率がそれぞれ33.0％，21.9％，13.8％と低く，

５の部分正答率は11.2％であった。耳のつくりについての理解，対照実験を計画し説

明すること，生産者である植物は光合成によって有機物をつくり，酸素を放出してい

ることについての理解に課題があると考えられる。 

 ２では，地震計が揺れを記録する仕組みについての理解をみる２，地震の揺れの伝

わる速さを身の回りのものの速さと比較することができるかをみる３，順番，仮定を

基に，震源からの距離と初期微動継続時間との関係について考察し表現する力をみる

４で，正答率がそれぞれ25.3％，35.8％，22.4％と低かった。地震計が揺れを記録す

る仕組みについての理解，地震の揺れの伝わる速さを身の回りのものの速さと比較す

ること，仮定を基に，震源からの距離と初期微動継続時間との関係を推論し説明する

ことに課題があると考えられる。 

 ３では，２本の電線が電柱を引く力とつり合う力の向きについて考察する力をみる

２，斜面を下る小球の速さが時間とともに速くなる理由について考察し表現する力を

みる３，坂道を一定の速さで下る自転車のもつ力学的エネルギーが減少する理由につ

いて考察し表現する力をみる５（２）で，正答率がそれぞれ 39.9％，20.0％，7.6％

と低かった。２本の電線が電柱を引く力の合力とつり合う力の向きについて考察する

こと，時間の経過に伴って変わる小球の速さの変化を小球にかかる斜面に沿った力と

関連付けて考察すること，実際に運動する物体では，力学的エネルギーの一部が別の

エネルギーに移り変わることを日常生活と関連付けて考察し説明することに課題があ

ると考えられる。 

 ４では，酸素が存在する原因について考察し表現する力をみる２（２），燃焼につ

いての理解をみる３，マグネシウムの燃焼の前後における性質の変化についての理解

をみる４で，正答率がそれぞれ35.1％，29.7％，21.2％と低かった。実験から得られ

た事実を客観的に捉えて多面的に考察し説明すること，燃焼についての理解，マグネ

シウムの燃焼の前後における性質の変化についての理解に課題があると考えられる。 
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４ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた３５（２）について，坂道を一定の速さで下る自転車のもつ

力学的エネルギーが減少する理由について考察し表現する力を育てるために，エネル

ギーについての概念を使用して考えたり説明したりする学習活動の充実を図ることが

重要である。例えば次のような学習指導が考えられる。 

 

① 振り子の運動の様子を短時間観察することを通して，運動エネルギーと位置エ

ネルギーが相互に移り変わることを見いだし，力学的エネルギーは保存されるこ

とを理解させる。 

② エネルギー変換に関する観察，実験を通して，日常生活や社会では様々なエネ

ルギーを変換して利用していることを，エネルギーの保存等と関連させながら理

解させる。 

③ 振り子の運動の様子を長時間観察させ，振り子の振れ幅が小さく，速さが遅く

なっていくことに気付かせる。この事象を，力学的エネルギーの保存と関連付け

て考察させ，力学的エネルギーが減少していることに気付かせる。 

④ ③で振り子がもつ力学的エネルギーが減少した理由について，摩擦力が働いて

いるため力学的エネルギーが熱などに変換されていることを推論させる。 

⑤ 力学的エネルギーは減少するが，エネルギーの総量は保存されることを推論さ

せる。 

⑥ 日常生活や社会で見られるエネルギーの変換に関する事象，例えば，坂道を一

定の速さで下る自転車がもつエネルギーがどのように変換されるかについての考

察をレポートにまとめさせる。 

 

このように，エネルギーについての科学的な概念を使用して考えたり説明したりす

る学習活動を充実させることで，エネルギーに関する事象についての理解が深まると

ともに知識が体系化され，いろいろな事象に対してそれを活用できるようになると考

えられる。 
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英  語 

 

１ 出題のねらい 

 
 「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」及び「書くこと」の４領域において，英語

を理解し，英語で表現する能力を総合的にみるように努めた。 

 
各問題のねらい 

 
１ 英語による放送を聞き，その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。 

 Ａ 対話の概要や要点を理解し，質問に対する応答として正しい英文や図を選ぶこ

とができる。 

 Ｂ 英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。 

 
２ 会話文を読み，表現内容を工夫してコミュニケーションする能力をみる問題であ

る。 

 １ 会話文の要点を的確に捉えることができる。 

 ２ 指示された内容を本文中から適切に抜き出すことができる。 

 ３ 指示された内容に合った適切な表現を選ぶことができる。 

 ４ 会話文の要点を理解し，場面や状況に合った適切な表現を選ぶことができる。 

 ５ 会話文の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。 

 ６ 会話文の内容に基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

くことができる。 

 
３ 長い文章を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ 文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答することができる。 

 ２ 文章の流れに合った適切な語を選ぶことができる。 

 ３ 文章の要点を理解し，本文の内容を日本語で適切に説明することができる。 

 ４ 与えられた語を適切に並べかえることができる。 

 ５ 内容の展開を的確に捉えることができる。 

 ６ 文章の概要や要点を理解し，本文の内容に合っている英文を選ぶことができる。 

 ７ 文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる
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ように英文を書くことができる。 

 
４ 日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションす 

る能力をみる問題である。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

 英語の平均点は 24.4 点であり，得点分布の状況を示すグラフの全体の形が，昨

年度と比べると右に寄ったなだらかな山形となっているが，依然として基礎的・

基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考えられる。 

 １では，対話の概要や要点を理解し，質問に対して適切に応答する力をみる問題Ａ

で，正答率の平均が 81.1％と高かった。一方，英文の概要や要点を理解し，質問に対

する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力をみる問題Ｂで，正答率

が 5.4％と低く，部分正答率は 30.9％，無答率は 17.9％であった。まとまりのある英

文を聞いて理解したことに基づいて，自分の考えを適切に表現することに課題がある

と考えられる。 

 ２では，会話文の要点を的確に捉える力をみる１，指示された内容を本文中から適

切に抜き出す力をみる２（２），指示された内容に合った適切な表現を選ぶ力をみる

３で，正答率がそれぞれ，70.9％，70.4％，77.4％と高かった。一方，会話文の内容

に基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力をみる６で，正

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 98.8 0.0 1.2 0.1

№2 77.9 0.0 22.0 0.1

№3 67.6 0.0 32.4 0.1

№4 80.3 0.0 19.6 0.1

Ｂ 概要や要点の理解及び自分の考えの表現 5.4 30.9 45.8 17.9

１ 要点の理解 70.9 0.0 28.8 0.3

(1) 45.2 0.1 48.5 6.1

(2) 70.4 0.1 22.9 6.6

３ 指示内容の理解 77.4 0.0 22.1 0.4

４ 要点の理解 58.5 0.0 41.3 0.2

５ 会話文の流れに合った語 42.4 2.4 49.4 5.8

６ 自分の考えの表現 8.7 54.6 23.0 13.7

(1) 75.2 8.3 9.5 7.0

(2) 20.4 8.2 54.5 16.9

２ 文章の流れに合った語 77.3 0.0 22.1 0.7

３ 要点の理解 26.0 35.2 29.6 9.2

４ 語の並べ替えによる表現 29.0 0.7 66.5 3.8

５ 内容の展開の理解 53.1 0.0 45.9 1.0

６ 概要や要点の理解 50.7 0.0 47.9 1.4

(1) 17.9 14.5 42.2 25.4

(2) 4.8 13.5 48.2 33.5

４ ※ 場面や状況に合った表現 6.9 51.8 23.2 18.1

※資料による問題

概要や要点の理解

指示内容の理解

要点の理解

概要や要点の理解及び自分の考えの表現

Ａ

1
 
放
送
に
よ
る
問
題

２
 
会
話
文
に
よ
る
問
題

３
 
長
い
文
章
に
よ
る
問
題 ７

１

２

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

正答 部分正答 誤答 無答
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答率が 8.7％と低く，部分正答率は 54.6％，無答率は 13.7％であった。会話文の内容

を的確に理解した上で，文と文とのつながりなどに注意しながら内容的にまとまりの

ある一貫した文章を書くことに課題があると考えられる。 

 ３では，文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答する力をみる１

（１），文章の流れに合った適切な語を選ぶ力をみる２で,正答率がそれぞれ,75.2％, 

77.3％と高かった。一方，文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読

み手に正しく伝わるように英文を書く力をみる７（２）で，正答率が 4.8％と低く，

部分正答率は 13.5％，無答率は 33.5％であった。文章の内容を的確に理解した上で，

自分の考えを適切に表現することに課題があると考えられる。 

 ４は，日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーショ 

ンする能力をみる問題である。正答率が 6.9％と低く，部分正答率は 51.8％，無答率

は 18.1％であった。資料を基に場面や状況に合った表現を考えて書くことに課題があ

ると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた３７（２）の「概要や要点の理解及び自分の考えの表現」で

は，「文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書く力」が求められる。そうした力を育成するためには，「読むこと」

の言語活動であっても，単に情報等を得ることにとどまるのではなく，「読むこと」

を通して得た情報等について，自分の体験や考えなどに照らして「話すこと」や「書

くこと」と結び付ける言語活動を充実させる必要がある。 

 そこで，中学校第２学年において，次のような学習指導を例に挙げる。この事例で

は，教科書にある「日本語の歌と英語の歌のどちらが好きか」について書かれたブロ

グ記事を基に，その中で用いられている表現等を織り込みながら教師が作成した「夏

休みにキャンプに出かけるなら海と山のどちらがよいか」について書かれた英語の文

章を教材として用いる。生徒はそれを読み，その概要や要点を理解した上で，そこで

述べられている内容を参考にして，自分はどちらがよいと考えるかをその理由ととも

にグループ活動において口頭で述べ合い，その後英語で書くという場面を設定してい

る。 

① 教科書にある「日本語の歌と英語の歌のどちらが好きか」について書かれたブ

ログ記事を読ませ，その概要や要点を理解させるとともに，そこで用いられてい

る I think や because などの表現等を，英語で話したり書いたりする言語活動の

中で活用する練習をさせる。 

② 教師が作成した「夏休みにキャンプに出かけるなら海と山のどちらがよいか」
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について書かれた英語の文章を読ませた上で，そこで述べられている内容を参考

にしながら，自分の考えとその理由についての概要や大筋について箇条書きにす

るなどして整理したメモを個人で作成させる。また，必要に応じて，教師が作成

した英語の文章の中で用いられている，自分の考えとその理由を話したり書いた

りする際に使うことができる表現等を，ワークシートにまとめるなどして個人で

整理させる。 

③ ４人程度のグループに分け，お互いに “If you go camping during the summer 

vacation, which do you like better, the beach or the mountains?” と尋ねさせ，②で作

成した，自分の考えとその理由についての概要や大筋についてのメモや表現等を

まとめたワークシートを活用させながら，質問に対する自分の考えとその理由を

口頭で伝えさせる。 

④ それぞれの生徒から出された考えとその理由を基に，グループとしての意見を

まとめさせたり，その意見を学級全体で共有させたりして，様々な意見に触れさ

せる。 

⑤ ③及び④の学習活動の中で得られた，英語の表現や内容に関する気付き等を基

に，“If you go camping during the summer vacation, which do you like better, the beach 

or the mountains?” という質問に対する自分の考えとその理由を個人で書かせる。 

⑥ 生徒に書かせたものを評価し，英語の正確さや表現の適切さという視点，考え

とその理由の妥当性という視点，書かれた内容が読ませた文章の概要や要点の的

確な理解に基づいているかなどの視点から，必要なフィードバックを行う。 

 

 実際の指導に当たって留意すべき事項として，「話すこと」と「書くこと」の順序

が挙げられる。特に，「書くこと」が苦手な生徒には，何をどのように書けばよいか

を指導する必要があるが，その際，自分の考えや気持ちをペアやグループで簡単な語

句や文を用いて口頭で伝える活動をした後に，その内容を書いてまとめる，といった

言語活動を日頃から設定することが考えられる。このように，必要に応じて，口頭に

よる言語活動を行わせた後で，その内容を書かせることが大切である。 

 このような指導を行うことによって，「文章の概要や要点を理解し，質問に対する

自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力」を育成することができると

考えられる。 
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Ⅲ　平成30年度学力検査問題，採点基準
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